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１　

山
田
晁
と
ダ
イ
キ
ン
の
創
業

原
点

│
大
阪
砲
兵
工
廠

一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
十
月
二
十
五
日
、
合
資
会
社
大
阪
金
属
工
業
所
が
誕
生
し
た
。
ダ
イ
キ
ン
の
創
業
で
あ
る
。

こ
の
年
、
創
業
者
・
山
田
晁
は
満
三
十
九
歳
。
す
で
に
一
五
年
間
に
及
ぶ
技
術
者
と
し
て
の
職
業
経
験
を
備
え
て
い
た
。
ダ

イ
キ
ン
の
船
出
が
頼
み
と
し
た
の
は
、
こ
の
山
田
晁
の
知
識
と
経
験
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
を
培
っ
た
の
が
、

山
田
晁
に
と
っ
て
の
原
点
、
大
阪
砲
兵
工こ

う
し
ょ
う廠
で
あ
る
。

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
、
山
口
県
厚
狭
郡
船
木
村
で
、
士
族
松
田
隆
三
・
ム
ラ
夫
妻
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
山
田

晁
（
旧
姓
松
田
。
結
婚
後
、
山
田
に
改
姓
）
は
、
兄
の
松
田
隆
亮
の
勧
め
で
福
岡
県
立
小
倉
工
業
学
校
機
械
科
（
現
、
小
倉
工

業
高
校
）
に
学
び
、
一
年
志
願
兵
と
し
て
の
軍
隊
経
験
を
経
た
の
ち
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
四
月
、
大
阪
砲
兵
工

廠
に
入
所
し
た
。
爾
来
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
退
職
す
る
ま
で
の
一
一
年
間
、
山
田
晁
は
日
本
陸
軍
中
枢
の
官
営
兵

器
製
造
所
で
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。

軍
工
廠
と
い
え
ば
、
戦
前
日
本
の
機
械
工
業
・
金
属
加
工
業
に
お
い
て
最
高
峰
に

位
置
す
る
工
場
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
伝
（
山
田
晁
『
回
顧
七
十
年
』）
で
の
述
懐
に

よ
れ
ば
、
海
軍
工
廠
が
中
堅
技
術
者
層
を
含
め
人
材
豊
富
で
技
術
水
準
も
高
か
っ
た

の
に
対
し
て
、
当
時
の
大
阪
砲
兵
工
廠
で
は
、
技
術
知
識
の
乏
し
い
武
官
の
指
揮
命

令
の
も
と
、
実
際
の
作
業
を
現
場
の
職
長
・
組
長
の
経
験
に
依
存
す
る
度
合
い
が
強

大阪砲兵工廠時代の山田晁
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の
こ
ろ
松
井
は
、
す
で
に
大
阪
砲
兵
工
廠
を
退
官
し
、
東
洋
鑢や

す
り

伸
銅
株
式
会
社
の
重
役
の
地
位
に
あ
っ
た
。
山
田
は
、
松

井
の
も
と
で
存
分
に
力
を
振
る
う
機
会
を
得
る
べ
く
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
八
月
に
大
阪
砲
兵
工
廠
を
退
職
し
た
。
た

だ
し
大
阪
砲
兵
工
廠
へ
の
配
慮
か
ら
、
ま
ず
は
工
廠
の
斡
旋
を
受
け
て
神
戸
製
鋼
所
勤
め
を
し
た
た
め
、
実
際
の
東
洋
鑢
伸

銅
へ
の
入
社
は
、
三
年
後
の
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
九
月
ま
で
延
び
て
い
る
。

東
洋
鑢
伸
銅
時
代
、
山
田
は
松
井
と
の
関
係
を
よ
り
深
め
た
。
そ
の
契
機
は
、
松
井
の
東
洋
鑢
伸
銅
退
職
と
「
満
州
」

（
現
在
の
中
国
東
北
地
方
。
以
下
、
カ
ッ
コ
を
省
略
）
へ
の
渡
航
で
あ
っ
た
。
山
田
の
入
社
の
翌
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
、

松
井
は
満
州
「
軍
閥
」・
張
作
霖
の
招
聘
を
受
け
、
奉
天
（
現
、
瀋
陽
）
第
二
兵
工
廠
の
建
設
に
関
わ
っ
て
い
く
。
そ
こ
で

山
田
は
松
井
の
依
頼
に
よ
り
、
兵
器
生
産
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
照
会
事
項
の
調
査
を
手
が
け
る
こ
と
に
な
る
。
照
会
事
項

に
は
専
門
外
の
事
柄
も
多
く
、
回
答
作
成
に
は
相
当
な
困
難
が
伴
っ
た
。
東
洋
鑢
伸
銅
で
の
業
務
も
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
山
田
は
昼
夜
兼
行
で
、
こ
の
二
つ
の
仕
事
に
取
り
組
ん
だ
。
兵
器
生
産
に
つ
い
て
は
、
大
阪
砲
兵
工
廠
在
職
時
代
の

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
利
用
し
、
必
要
な
情
報
の
収
集
に
努
め
た
。
こ
の
実
績
は
、
の
ち
に
開
業
間
も
な
い
大
阪

金
属
工
業
所
に
と
っ
て
、
大
き
な
プ
ラ
ス
と
し
て
跳
ね
返
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

東
洋
鑢
伸
銅
は
、
ま
た
、
大
阪
金
属
工
業
所
の
創
業
に
直
接
つ
な
が
る
業
務
機
会

を
、
山
田
晁
に
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
契
機
は
入
社
翌
年
、
中
島
飛
行
機

製
作
所
（
当
時
の
有
力
航
空
機
メ
ー
カ
ー
。
現
在
の
富
士
重
工
業
）
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ル
式
航
空
機
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
チ
ュ
ー
ブ
（
放
熱
管
）
の
受
注
問

題
で
あ
る
。
業
績
不
振
を
背
景
に
、
会
社
首
脳
陣
は
こ
の
受
注
を
利
益
見
通
し
が
不

確
実
と
評
価
し
、
消
極
的
な
対
応
に
終
始
す
る
。
し
か
し
山
田
は
、
自
ら
が
全
責
任

く
、
中
堅
技
術
者
層
の
活
動
の
場
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
大
阪
砲
兵
工
廠
で
の
経
験
は
、
座
し
て
得
ら
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
自
ら
の
発
案
と
働
き
か
け
の
産
物
で
あ
っ
た
。

そ
の
端
的
な
事
例
は
、
す
で
に
最
初
の
配
属
先
で
あ
る
鉄
材
製
造
所
飯は

ん
ご
う盒
工
場
で
の
活
動
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
山

田
は
機
械
科
卒
の
技
術
者
で
あ
る
が
、
当
時
懸
案
と
な
っ
て
い
た
無
毒
の
飯
盒
用
褐
色
塗
料
の
開
発
に
、
自
ら
の
意
思
で
関

わ
っ
て
い
く
。
独
学
に
よ
っ
て
専
門
外
の
化
学
知
識
を
取
得
、
試
薬
を
大
阪
道
修
町
の
薬
屋
か
ら
入
手
し
、
実
験
を
重
ね
、

つ
い
に
ク
ロ
ー
ム
酸
鉛
を
用
い
る
無
毒
の
褐
色
塗
料
を
完
成
さ
せ
た
。
次
の
異
動
先
で
あ
る
薬や

っ
き
ょ
う莢
工
具
工
場
で
は
、
工
数
単

価
の
近
代
化
に
力
を
尽
く
し
て
い
る
。
山
田
は
、
作
業
工
程
の
観
察
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
工
数
決
定
に
必
要
な
諸
要
素
の
算

定
能
力
を
磨
き
、
従
来
の
職
長
・
班
長
任
せ
の
単
価
決
定
方
式
を
、
職
員
に
よ
る
直
接
決
定
方
式
へ
と
改
め
た
。
ま
た
山
田

は
、
陸
軍
が
新
た
に
導
入
し
た
フ
ラ
ン
ス
製
二
七
セ
ン
チ
・
カ
ノ
ン
砲
用
の
薬
莢
製
作
を
機
に
、
技
術
職
員
と
し
て
初
め
て

薬
莢
工
具
設
計
を
担
当
し
、
数
学
的
な
体
系
付
け
を
行
っ
た
。
以
来
、
工
具
設
計
は
技
術
職
員
の
任
務
と
し
て
定
着
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
山
田
の
取
り
組
み
は
、
薬
莢
工
場
の
技
術
水
準
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
工
場
現

場
の
慣
行
的
な
生
産
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
改
革
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

縁

│
松
井
常
三
郎
と
の
出
会
い

大
阪
砲
兵
工
廠
が
、
山
田
晁
に
も
た
ら
し
た
も
う
一
つ
の
福
音
は
、
松
井
常
三
郎
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
松
井
は
、
山

田
よ
り
十
歳
年
長
の
砲
兵
将
校
で
、
入
廠
時
に
は
鉄
材
製
造
所
長
の
地
位
に
あ
っ
た
。
当
初
か
ら
山
田
の
理
解
者
で
あ
り
、

山
田
自
身
も
深
い
信
頼
と
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
い
る
。
山
田
は
、
第
一
次
大
戦
中
に
は
軍
人
を
幹
部
に
戴
く
軍
工
廠
の
限
界

を
意
識
し
、
民
間
へ
の
転
出
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
決
断
を
促
し
た
の
が
松
井
と
の
親
交
で
あ
っ
た
。
こ

松井常三郎（1934 年）
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日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

独
立
創
業

│
合
資
会
社
大
阪
金
属
工
業
所
の
誕
生

合
資
会
社
大
阪
金
属
工
業
所
は
、
資
本
金
一
万
五
千
円
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
無
限
責
任
社
員
山
田
晁
が
代
表
社
員
で
一
万

円
の
出
資
、
残
り
は
有
限
責
任
社
員
三
人
（
兄
で
支
配
人
の
松
田
隆
亮
お
よ
び
永
田
浅
五
郎
、
島
野
龍
生
）
の
分
担
出
資
で
あ

る
。
従
業
員
は
山
田
自
身
を
含
め
て
一
五
名
、
ほ
ど
な
く
東
洋
鑢
伸
銅
の
営
業
担

当
技
術
者
で
あ
る
遠
藤
源
吾
が
転
身
を
希
望
し
、
加
わ
っ
た
。
設
立
定
款
に
掲
げ

ら
れ
た
事
業
内
容
は
、
飛
行
機
部
分
品
（
主
と
し
て
放
熱
管
お
よ
び
同
用
管
の
製
作

販
売
）、
一
般
金
属
の
圧
搾
お
よ
び
搾
伸
作
業
、
電
気
鍍
金
作
業
、
各
種
金
属
精

密
部
品
の
機
械
仕
上
げ
作
業
、
お
よ
び
こ
れ
ら
の
事
業
に
付
帯
す
る
一
切
の
事
業

で
あ
る
。
作
業
場
は
、
難
波
の
工
場
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
。

創
立
当
初
の
仕
事
は
、
中
島
飛
行
機
か
ら
受
注
し
た
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
仕
事
だ
け
で
は
三
、四
カ
月
で
終
了
し
て
し
ま
う
。
そ
こ

で
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
瓶
蓋
と
鉛
筆
用
キ
ャ
ッ
プ
の
製
作
も
手
が
け
る
が
、
簡
単

に
は
採
算
に
乗
ら
な
か
っ
た
。
新
た
に
川
崎
造
船
所
飛
行
機
工
場
か
ら
も
、
ラ
ジ

エ
ー
タ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
注
文
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
経
営
は
一
息
つ
い

た
。
松
井
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
奉
天
の
兵
工
廠
か
ら
満
州
向
け
瞬
発
信
管
の
注
文

が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
創
業
か
ら
一
年
を
経
た
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
秋

を
持
つ
こ
と
を
明
言
し
つ
つ
受
注
を
強
く
主
張
し
た
。
従
来
の
抽
伸
方
式
に
換
え
て
、

薬
莢
製
造
で
経
験
の
あ
る
搾
伸
方
式
を
用
い
れ
ば
、
製
作
は
成
功
す
る
と
考
え
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、
東
洋
鑢
伸
銅
は
、
作
業
を
外
注
す
る
こ
と
を
条
件
に
受
注

を
決
め
る
。
そ
し
て
そ
の
外
注
先
を
、
山
田
自
身
が
買
っ
て
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。

山
田
は
、
難
波
に
あ
る
休
業
中
の
工
場
（
ク
ラ
ウ
ン
魔
法
瓶
工
場
）
を
借
り
受
け
、

自
ら
設
計
し
た
専
用
機
を
備
え
付
け
た
。
職
長
に
は
、
陸
軍
造
兵
廠
大
阪
工
廠
（
大

阪
砲
兵
工
廠
の
改
称
）
を
退
職
し
た
永
田
浅
五
郎
を
採
用
し
、
鉛
筆
用
キ
ャ
ッ
プ
製

造
の
経
験
工
を
雇
い
入
れ
た
う
え
で
、
生
産
を
開
始
す
る
。
結
果
は
、
コ
ス
ト
が
予

想
の
二
倍
と
な
っ
て
五
千
円
の
損
失
、
そ
の
全
額
を
山
田
は
負
担
し
た
。
し
か
し
、

受
注
の
三
〇
万
本
は
期
日
ま
で
に
納
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ほ
ど
な
く
、
そ
の
実
績
を
踏
ま
え
て
二
回
目
の
注
文
が
入
っ
た
。
一
度
経
験
済
み

の
作
業
ゆ
え
、
見
通
し
は
立
て
や
す
い
。
し
か
し
、
失
敗
が
重
な
れ
ば
損
失
補
填
の

道
は
な
い
。
こ
の
と
き
、
独
立
開
業
を
決
意
し
た
こ
と
を
、
山
田
は
「
こ
こ
は
よ
ろ

し
く
思
い
切
っ
て
会
社
を
円
満
退
社
、
専
心
チ
ュ
ー
ブ
の
製
作
に
没
頭
す
る
に
し
か

ず
」（『
回
顧
七
十
年
』）
と
、
述
懐
し
て
い
る
。
満
州
に
い
る
松
井
の
賛
同
を
得
、
第

一
次
大
戦
後
の
恐
慌
（
一
九
二
〇
年
）
か
ら
続
く
不
況
下
で
の
独
立
に
、
危
惧
を
抱

く
周
囲
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
山
田
は
つ
い
に
東
洋
鑢
伸
銅
を
退
社
、
同
時
に
合

資
会
社
大
阪
金
属
工
業
所
を
設
立
し
た
。
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
十
月
二
十
五

中島飛行機製作所製の甲式四型戦闘機（中島ニューポール式）
 （富士重工業提供）

ラジエーターチューブの
工程サンプル瞬発信管の断面ワイヤリング式木管（上）

ソリッドリング式木管（下）



89　第 1章●ダイキンの礎─町工場から大企業への躍進

そ
の
一
つ
の
方
向
は
、
一
部
で
は
す
で
に
始

ま
っ
て
い
た
精
密
機
械
国
産
化
へ
の
挑
戦
で

あ
っ
た
。
自
社
製
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を

利
用
し
た
蜂は

ち
の
す
し
き

巣
式
瞬
間
湯
沸
器
の
開
発
は
、
そ

の
一
つ
で
あ
る
。
直
接
に
は
、
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー

チ
ュ
ー
ブ
生
産
の
採
算
性
向
上
を
目
的
と
し
た

こ
の
取
り
組
み
は
、
一
方
で
市
場
の
中
心
を
占

め
て
い
た
輸
入
品
へ
の
代
替
を
企
図
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
注
油
器
の
開
発
で
は
、
明
確
に

ボ
ッ
シ
ュ
社
（
ド
イ
ツ
）
製
の
ポ
ン
プ
式
注
油

器
を
直
接
の
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

材
質
、
熱
処
理
、
研
磨
・
加
工
精
度
の
面
で
克

服
す
べ
き
課
題
も
多
く
、
製
品
完
成
ま
で
一
年

以
上
の
時
間
が
か
か
っ
た
。
消
火
器
製
造
で
も
、

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
か
ら
始
め
た
四
塩
化

炭
素
消
火
器
の
生
産
か
ら
、
二
九
年
以
降
は
、

リ
ッ
チ
ワ
ッ
ク
ス
社
（
ア
メ
リ
カ
）
に
倣
っ
た

炭
酸
ガ
ス
消
火
器
生
産
へ
と
移
行
し
た
。
木
管

で
あ
る
。
平
野
が
多
く
、
傾
斜
地
の
乏
し
い
満
州
で
は
、
着
弾
角
度
が
浅
い
た
め
に
日
本
軍
の
瞬
発
信
管
で
は
不
発
に
終
わ

る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
改
良
が
満
州
軍
閥
の
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
注
文
を
受
け
る
に
は
、
新
方
式
の
瞬
発
信
管
を

開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
開
発
に
貢
献
し
た
の
が
、
松
井
常
三
郎
の
義
兄
で
在
野
の
技
術
者
、
三
浦
松
五
郎
で

あ
っ
た
。
撃
鉄
が
引
っ
込
ま
な
く
て
も
、
慣
性
に
よ
っ
て
着
発
活
気
体
が
撃
針
側
に
動
き
、
起
爆
薬
に
衝
撃
を
与
え
て
爆
発

す
る
仕
組
み
を
考
案
し
、
試
射
で
百
発
百
爆
の
成
果
を
得
た
。
さ
っ
そ
く
、
奉
天
の
兵
工
廠
か
ら
は
三
〇
万
発
の
注
文
を
受

け
、
以
後
、
満
州
向
け
瞬
発
信
管
は
大
阪
金
属
工
業
所
の
ド
ル
箱
と
な
っ
た
。

一
九
二
六
（
昭
和
元
）
年
に
、
当
時
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
で
あ
る
綿
糸
紡
績
業
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
、
東
洋
紡

績
の
依
頼
に
応
え
て
開
発
し
た
ソ
リ
ッ
ド
リ
ン
グ
式
木
管
も
、
創
成
期
か
ら
大
阪
金
属
工
業
所
の
経
営
発
展
を
支
え
た
製
品

で
あ
る
。
ワ
イ
ヤ
製
リ
ン
グ
の
は
め
込
み
か
ら
、
鉄
板
を
プ
レ
ス
し
、
ロ
ー
レ
ッ
ト
に
よ
っ
て
筋
目
を
入
れ
る
ソ
リ
ッ
ド
リ

ン
グ
方
式
へ
の
変
更
は
、
大
阪
金
属
工
業
所
の
得
意
と
す
る
圧
搾
お
よ
び
型
鍛
造
技
術
の
応
用
で
あ
り
、
東
洋
紡
績
か
ら
高

い
評
価
を
受
け
た
こ
と
で
、
他
の
紡
績
会
社
か
ら
の
受
注
も
相
次
い
だ
。

精
密
機
械
国
産
化
へ
の
挑
戦

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
八
月
、
大
阪
金
属
工
業
所
は
、
手
狭
に
な
っ
た
難
波
工
場
か
ら
今
宮
工
場
へ
の
移
転
を
挙
行
し

た
。
今
宮
工
場
の
敷
地
面
積
は
難
波
工
場
の
一
〇
倍
あ
り
、
か
つ
借
り
工
場
で
は
な
く
自
工
場
の
新
設
で
あ
る
。
従
業
員
は

三
〇
名
を
数
え
、
資
本
金
も
一
九
二
六
年
に
五
万
円
、
二
八
年
十
一
月
に
は
一
〇
万
円
に
増
額
さ
れ
た
。
創
業
期
の
苦
難
を
、

独
自
製
品
の
開
発
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
た
大
阪
金
属
工
業
所
は
、
創
業
四
年
に
し
て
新
た
な
事
業
展
開
の
門
口
に
立
っ
た
と

い
え
る
。

今宮第一工場
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こ
の
時
期
、
大
阪
金
属
工
業
所
の
高
い
技
術
水
準
は
、
海
軍
・
陸
軍
双
方
が
当
社
工
場
を
軍
指
定
工
場
と
し
た
こ
と
に
、

端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
一
九
三
一
年
十
月
、
大
阪
金
属
工
業
所
は
海
軍
省
購
買
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
海
軍
省
指
定
工

場
に
な
っ
た
。
最
初
の
登
録
品
は
圧
搾
加
工
品
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
阪
砲
兵
工
廠
の
薬
莢
製
造
で
培
っ
た
熱
間
圧
搾
法
を

活
用
し
た
、
高
抗
張
力
・
高
耐
圧
力
を
要
す
る
金
属
品
（
ボ
ン
ベ
の
栓
や
バ
ル
ブ
・
コ
ッ
ク
）
製
作
の
一
環
と
し
て
手
が
け
て

き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
次
い
で
、
蜂
巣
式
放
熱
器
用
黄
銅
管
、
航
空
機
用
部
品
（
機
体
・
発
動
機
）
な
ど
の
登
録
が
続
き
、

登
録
品
で
は
な
い
が
、＂
ラ
シ
ョ
ナ
ル
注
油
器
＂、
炭
酸
ガ
ス
消
火
器
、
後
述
の
暖
気
罐
、
冷
気
罐
な
ど
の
機
械
製
品
も
、
海

軍
に
よ
っ
て
購
買
さ
れ
た
。
陸
軍
省
指
定
工
場
（「
陸
軍
の
秘
密
保
持
上
立
入
お
よ
び
質
問
等
を
禁
止
す
る
工
場
名
簿
」
へ
の
登

録
）
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
三
三
年
で
あ
る
。
登
録
製
品
は
薬
莢
と
信
管
。
海
軍
・
陸
軍
両
省
の
指
定
工
場
は
、
当
時
、
日

立
製
作
所
や
三
菱
航
空
機
、
住
友
伸
銅
鋼
管
と
い
っ
た
名
だ
た
る
大
企
業
三
〇
社
ほ
ど
で
あ
り
、
合
資
会
社
形
態
の
企
業
は

大
阪
金
属
工
業
所
く
ら
い
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
十
一
月
〜
三
三
年
十
月
の
製
品
売
上
高
の
内
訳
は
、
軍
需
品
約
九
〇
万
円
に
対
し
て
民
需
品
は

三
一
万
円
、
お
よ
そ
三
対
一
の
割
合
で
あ
っ
た
。
軍
需
品
で
は
陸
軍
向
け
五
七
万
円
、
海
軍
向
け
一
三
万
円
、
そ
れ
に

二
〇
万
円
の
飛
行
機
部
品
が
加
わ
る
。
民
需
品
で
は
、
紡
績
用
品
の
一
四
万
円
弱
と
注
油
器
の
一
二
万
円
が
拮
抗
し
、
両
者

合
計
で
民
需
品
売
り
上
げ
の
四
分
の
三
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
製
品
構
成
が
、
こ
の
間
の
大
阪
金
属
工
業
所
の
軌
跡
の
端
的

な
表
現
で
あ
ろ
う
。
軍
需
品
を
柱
と
す
る
一
方
で
、「
和
戦
両
用
の
備
え
」
と
し
て
民
需
品
の
開
発
を
重
視
す
る
姿
勢
に
は

非
常
な
先
見
性
が
あ
り
、
そ
の
後
の
山
田
晁
の
事
業
選
択
に
一
貫
し
て
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
っ
た
。

リ
ン
グ
に
よ
っ
て
関
係
を
深
め
た
東
洋
紡
績
の
勧
め
で
、
ワ
ー
プ
タ
イ
ン
グ
マ
シ
ン
（
織
機
の
経
糸
を
つ
な
ぐ
装
置
）
の
開

発
を
手
が
け
た
の
も
、
一
九
三
一
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
年
に
は
、
人
絹
紡
糸
用
ポ
ン
プ
（
原
料
の
ビ
ス
コ
ー
ス
液

を
細
い
孔
か
ら
押
し
出
す
た
め
の
ポ
ン
プ
）
や
ボ
ビ
ン
も
手
が
け
て
い
る
。
少
し
毛
色
の
変
わ
っ
た
も
の
で
は
、
電
気
手
拭
器

も
あ
げ
て
お
こ
う
。
電
熱
線
を
加
熱
し
、
そ
の
熱
風
を
フ
ァ
ン
に
よ
っ
て
送
り
出
す
装
置
で
あ
り
、
病
院
や
デ
パ
ー
ト
、
浴

場
や
結
髪
業
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
製
品
群
の
う
ち
、
理
想
の
製
品
を
意
味
す
る
命
名

│
＂
ラ
シ
ョ
ナ
ル
注
油
器
＂

│
が
な
さ
れ
た
注
油
器
は
、

輸
入
品
に
遜
色
な
い
性
能
を
示
し
、
造
船
や
エ
ン
ジ
ン
メ
ー
カ
ー
へ
の
納
入
と
と
も
に
、
台
湾
、
朝
鮮
、
中
国
に
ま
で
販
売

先
を
広
げ
た
。
と
く
に
、
海
軍
へ
の
採
用
後
は
飛
躍
的
に
生
産
が
増
え
て
い
る
。
消
耗
品
で
あ
っ
た
人
絹
紡
糸
用
ポ
ン
プ
や

ボ
ビ
ン
の
注
文
は
飛
躍
的
に
増
大
し
、
ワ
ー
プ
タ
イ
ン
グ
マ
シ
ン
も
、
輸
入
品
と
甲
乙
つ
け
が
た
い
性
能
に
加
え
、
そ
れ
を

大
幅
に
下
回
る
価
格
設
定
を
実
現
し
た
の
で
、
東
洋
紡
績
の
み
な
ら
ず
国
内
紡
績
各
社
、
さ
ら
に
は
中
国
各
地
の
紡
織
工
場

へ
も
輸
出
さ
れ
た
。
炭
酸
ガ
ス
消
火
器
も
、
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
の
海
軍
の
艦
艇
用
消
火
装
置
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

民
需
用
機
械
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
ダ
イ
キ
ン
の
ル
ー
ツ
は
、
こ
の
時
期
の
試
行
錯
誤
と
そ
の
成
果
の
な
か
に
見
出
さ
れ
る
。

技
術
力
の
証
明

│
軍
指
定
工
場
へ

事
業
展
開
の
も
う
一
つ
の
柱
は
、
日
本
軍
用
の
兵
器
生
産
へ
の
進
出
で
あ
っ
た
。
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
九
月
の
薬
莢

一
千
個
の
受
注
は
、
陸
軍
の
民
間
会
社
発
注
の
第
一
番
目
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
当
初
は
赤
字
が
続
い
た
が
、
高
単
価

タ
イ
プ
の
薬
莢
の
受
注
が
数
量
的
に
増
大
す
る
な
か
で
、
採
算
は
好
転
し
て
い
く
。
一
九
三
〇
年
に
は
砲
用
信
管
の
受
注
も

始
ま
っ
た
。
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業
の
工
場
に
在
籍
し
た
人
材
が
引
き
抜
か
れ
て
お
り
、
し
か
も
消
火
器
だ
け
で
な
く
バ
ル
ブ
（
圧
搾
品
）
や
紡
績
用
部
品
な

ど
、
大
阪
金
属
工
業
の
技
術
を
用
い
た
製
品
を
生
産
し
、
大
阪
金
属
工
業
の
顧
客
を
簒さ

ん
だ
つ奪
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

至
っ
て
大
阪
金
属
工
業
側
も
、
本
格
的
な
対
応
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
山
田
自
身
を
は
じ
め
経
営
幹
部
が
顧
客
へ
の

説
明
に
出
向
き
、
ほ
ど
な
く
す
べ
て
の
取
引
先
と
の
関
係
を
回
復
し

た
。
騒
動
自
体
の
実
害
は
一
時
的
な
も
の
に
留
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
「
会
社
乗
っ
取
り
未
遂
」
と
も
称
さ
れ
る
騒
動
が
、

処
遇
面
で
の
不
満
を
基
盤
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
を
醸
成

し
た
の
が
生
え
抜
き
の
従
業
員
と
、
外
部
か
ら
移
籍
し
た
人
材
と
の

軋あ
つ
れ
き轢
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
事
業
の
拡
大
に
人
事
・
労
務
管
理
面
で
の

経
営
近
代
化
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
経
営
近
代
化
の
動
因
は
す
で
に
経
営
内
部
に
胚
芽

し
て
お
り
、
山
田
自
身
も
比
較
的
早
く
か
ら
、
そ
の
手
段
と
し
て
の

株
式
会
社
化
の
意
義
を
認
識
し
て
い
た
。
一
方
、
一
九
三
三
（
昭
和

八
）
年
は
、
外
部
か
ら
も
株
式
会
社
化
を
促
す
働
き
か
け
が
な
さ
れ

た
年
で
も
あ
っ
た
。
住
友
伸
銅
鋼
管
（
の
ち
、
住
友
金
属
工
業
）
か

ら
の
資
本
提
携
の
申
し
入
れ
で
あ
る
。

住
友
伸
銅
鋼
管
側
か
ら
見
た
大
阪
金
属
工
業
は
、
同
社
製
の
銅
合

金
や
ア
ル
ミ
合
金
の
販
売
先
で
あ
る
。
自
社
製
品
の
販
売
先
で
あ
り
、

２　

事
業
拡
大
へ
の
道

株
式
会
社
設
立
と
住
友
伸
銅
鋼
管

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
二
月
十
一
日
、
大
阪
金
属
工
業
株
式
会
社
の
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
山
田
晁
が
代
表
取
締
役

社
長
に
就
任
し
た
。
ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社
の
企
業
組
織
上
の
起
点
で
あ
り
、
現
在
の
創
立
記
念
日
（
二
月
十
一
日
）
は
、

こ
の
日
に
ち
な
ん
で
設
定
さ
れ
て
い
る
。
創
立
時
点
の
資
本
金
は
二
五
万
円
、
同
年
七
月
の
増
資
に
よ
っ
て
一
〇
〇
万
円
に

増
加
し
、
翌
三
五
年
二
月
の
合
資
会
社
大
阪
金
属
工
業
所
の
吸
収
合
併
で
一
五
〇
万
円
と
な
っ
た
。
こ
の
企
業
組
織
の
変
更

は
、
町
工
場
の
域
を
超
え
つ
つ
あ
っ
た
大
阪
金
属
工
業
を
、
有
力
メ
ー
カ
ー
へ
と
脱
皮
さ
せ
る
「
会
社
組
織
の
強
化
」
策
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
背
後
に
は
、
事
業
規
模
の
拡
大
と
事
業
内
容
の
多
様
化
に
伴
う
経
営
近
代
化
の
要
請
が
あ
っ
た
。

一
九
三
三
年
初
め
に
、
昭
和
会
計
事
務
所
計
理
士
の
笠
井
清
八
に
帳
簿
の
整
理
検
討
を
依
頼
し
、
会
社
経
理
の
近
代
化
を

図
っ
た
の
は
そ
の
一
つ
の
表
れ
で
あ
っ
た
。
経
営
規
模
の
拡
大
に
、
会
計
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
立
ち
遅
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

組
織
と
人
員
の
拡
大
は
、
山
田
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
人
的
掌
握
力
に
依
存
す
る
方
法
の
限
界
も
露
呈
し
た
。
同
年
の
「
消
火
器

事
件
」
は
、
そ
の
顕
在
化
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
事
件
」
の
発
端
は
、
炭
酸
ガ
ス
消
火
器
の
製
造
・
販
売
の
責
任
者
が
別
会
社
を
設
立
し
、
炭
酸
ガ
ス
消
火
器
の
製
造
販
売

権
奪
取
を
企
て
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
責
任
者
で
あ
っ
た
遠
藤
源
吾
は
、
前
述
の
よ
う
に
合
資
会
社
の
設
立
当
初
か
ら
、
山

田
の
片
腕
と
し
て
営
業
面
で
の
責
任
者
格
で
あ
り
、
炭
酸
ガ
ス
消
火
器
開
発
の
功
労
者
で
も
あ
っ
た
。
山
田
は
、
そ
れ
ま
で

の
功
労
に
対
し
て
、
円
満
退
社
と
別
会
社
で
の
消
火
器
の
製
造
販
売
を
認
め
た
。
し
か
し
、
そ
の
別
会
社
に
は
大
阪
金
属
工

大阪金属工業株式会社創立総会議事録
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動
で
あ
り
、
当
時
と
し
て
も
異
例
な
企
業
間
移
動
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
の
機
械
技
術
者
の
拡
充
が
、
後
述
の
化
学
分
野
で
の

人
材
確
保
と
並
ん
で
、
今
後
の
大
阪
金
属
工
業
の
拡
大
を
支
え
た
の
で
あ
る
。

生
産
現
場
と
し
て
は
、
外
注
工
場
の
利
用
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
九
三
〇
年
代
半
ば
の
生
産
拡
大

を
支
え
た
の
は
、
四
〇
〜
五
〇
に
及
ぶ
外
注
工
場
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
隣
接
し
た
敷
地
に
あ
っ
た
川
澄
工
作
所
は
技
術

的
な
水
準
も
高
く
、
専
属
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
精
密
加
工
の
細
見
鉄
工
所
、
福
野
精
機
、
一
般
加
工
の
中
島
工
作
所
や
中

林
製
作
所
、
そ
の
ほ
か
に
も
山
本
栄
鉄
工
所
、
山
端
鉄
工
な
ど
の
名
前
も
あ
が
っ
て
い
る
。
資
金
不
足
の
工
場
へ
の
融
資
や
、

受
注
製
品
の
要
求
精
度
に
合
わ
せ
た
外
注
工
場
へ
の
技
術
指
導
も
行
わ
れ
て
い
た
。

新
事
業
へ
の
着
手

│
冷
媒
フ
ロ
ン
と
冷
凍
機
の
開
発

こ
の
株
式
会
社
成
立
前
後
の
時
期
か
ら
新
規
事
業
と
し
て
取
り
組
み
始
め
た
の
が
、
冷
凍
機
製
造
と
フ
ロ
ン
事
業
で
あ
っ

た
。
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
二
つ
の
柱

│
空
調
事
業
と
化
学
事
業

│
の
直
接
の
起
源
は
、
こ
こ
に
あ
る
。

冷
凍
機
製
造
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
史
と
し
て
暖
気
罐
・
冷
気
罐
へ
の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
。
海
軍
委
託
の
か
た
ち
で
、

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
二
月
か
ら
着
手
し
た
研
究
は
、
ス
パ
イ
ラ
ル
管
に
よ
る
熱
交
換
の
考
案
に
結
実
し
、
ス
パ
イ
ラ
ル

式
暖
気
罐
・
冷
気
罐
と
し
て
、
海
軍
艦
艇
や
東
洋
紡
績
を
は
じ
め
と
す
る
紡
織
工
場
（
暖
気
罐
）
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
冷
凍
機
の
開
発
は
、
メ
チ
ル
ク
ロ
ラ
イ
ド
を
使
用
す
る
ア
メ
リ
カ
製
冷
凍
機
を
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
し
て
始
ま
っ
た
。

外
注
工
場
で
の
機
械
加
工
に
も
依
拠
し
つ
つ
、
一
九
三
四
年
十
一
月
に
は
性
能
的
に
輸
入
品
を
上
回
る
試
作
品
が
完
成
す
る
。

商
標
は
、
三
富
士
とrefrigerator

を
合
成
し
た
＂
ミ
フ
ジ
レ
ー
タ
ー
＂
で
あ
る
。
こ
の
商
標
は
、
一
九
五
四
（
昭
和

二
十
九
）
年
ま
で
続
い
て
用
い
ら
れ
た
。 か

つ
独
自
技
術
を
有
す
る
大
阪
金
属
工
業
は
、
お
り
か
ら
全
社
的
に
取
引
先
と
の
関

係
強
化
を
図
っ
て
い
た
住
友
伸
銅
鋼
管
に
と
っ
て
、
格
好
の
資
本
提
携
先
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
他
方
、
大
阪
金
属
工
業
に
と
っ
て
も
「
住
友
」
と
の
提
携
は
、
社
会

的
信
用
力
の
増
大
や
逆
境
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
面
で
、
大
き
な
魅
力
が
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
資
本
金
一
〇
万
円
の
当
時
の
大
阪
金
属
工
業
に
と
っ
て
、
住
友
は
桁
違
い

の
大
企
業
で
あ
る
。
熟
慮
の
末
、
①
住
友
の
持
ち
株
は
、
山
田
晁
の
持
ち
株
数
を
超

え
な
い
こ
と
、
②
住
友
か
ら
派
遣
さ
れ
る
役
員
の
数
は
、
当
社
在
来
の
役
員
数
を
超

え
な
い
こ
と
、
そ
し
て
③
住
友
は
当
社
の
技
術
お
よ
び
経
営
方
針
に
干
渉
し
な
い
こ

と
、
を
条
件
と
し
た
が
、
こ
れ
を
住
友
側
は
無
修
正
で
受
け
入
れ
、
一
九
三
三
（
昭

和
八
）
年
十
月
に
基
本
契
約
が
成
立
し
た
。
実
際
の
資
本
出
資
は
、
翌
三
四
年
二
月

の
株
式
会
社
の
成
立
後
、
七
月
に
行
わ
れ
た
増
資
に
際
し
、
四
九
万
五
千
円
相
当
の
株
式
を
引
き
受
け
る
こ
と
で
遂
行
さ
れ

た
。
大
阪
金
属
工
業
は
、
こ
こ
に
企
業
組
織
の
整
備
と
資
本
の
増
強
、
さ
ら
に
住
友
の
後
ろ
盾
を
得
た
の
で
あ
る
。

人
材
面
で
の
補
充
と
し
て
は
、
汽
車
製
造
株
式
会
社
か
ら
の
技
術
者
の
移
動
が
大
き
か
っ
た
。
汽
車
製
造
は
、
国
有
鉄
道

と
の
関
係
の
深
い
機
関
車
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
当
時
の
機
械
工
業
界
で
は
有
力
工
場
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
こ
で
製
作
さ
れ
た

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
に
用
い
る
放
熱
管
の
製
作
を
大
阪
金
属
工
業
が
受
注
し
た
こ
と
で
、
汽
車
製
造
と
の
縁
は
始
ま
っ
て
い

る
。
汽
車
製
造
で
は
、
国
有
鉄
道
か
ら
「
天
下
る
」
人
材
も
多
く
、
そ
の
よ
う
な
社
風
に
飽
き
た
ら
な
か
っ
た
技
術
者
・
加

藤
剛
介
の
ス
カ
ウ
ト
に
成
功
し
た
の
が
、
前
述
の
遠
藤
ら
の
退
社
後
、
一
九
三
三
年
後
半
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
加
藤
が

引
き
連
れ
る
か
た
ち
で
、
ほ
か
に
も
機
械
関
係
の
技
術
者
が
複
数
名
入
社
し
て
い
る
。
大
企
業
か
ら
中
小
企
業
へ
の
人
材
移

大阪金属工業発足時の株券
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力
冷
凍
機
キ
ッ
ト
で
、
月
産
七
〇
〜
一
〇
〇
台
の
生
産
を
行
っ
た
。

新
冷
媒
フ
ロ
ン
へ
の
取
り
組
み
も
、
潜
水
艦
用
の
無
害
・
安
全
な
冷
媒
へ
の
需
要
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ロ
ン
は
、

一
九
三
〇
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
（
Ｇ
Ｍ
）
社
の
家
電
部
門
で
あ
る
フ
リ
ジ
デ
ア
社
の
研
究
員
に
よ
っ
て

開
発
さ
れ
、
人
体
に
無
害
で
無
色
・
無
臭
、
引
火
・
爆
発
の
危
険
性
も
な
い
ガ
ス
で
あ
る
。
従
来
、
冷
凍
機
の
冷
媒
に
用
い

ら
れ
て
き
た
炭
酸
ガ
ス
・
ア
ン
モ
ニ
ア
・
メ
チ
ル
ク
ロ
ラ
イ
ド
の
欠
点
を
す
べ
て
克
服
し
て
お
り
、
さ
っ
そ
く
ア
メ
リ
カ
海

軍
は
、
こ
の
フ
ロ
ン
を
潜
水
艦
用
冷
凍
・
冷
房
装
置
に
採
用
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
そ
の
記
事
を
目
に
し
た
大
阪
金
属
工
業

の
顧
問
で
退
役
海
軍
少
将
の
太
田
十
三
男
（
加
藤
剛
介
の
義
兄
）
が
、
山
田
晁
に
フ
ロ
ン
事
業
へ
の
進
出
を
進
言
し
、
ま
た

営
業
部
長
の
岡
村
一
夫
も
フ
ロ
ン
へ
の
取
り
組
み
に
強
い
意
欲
を
み
せ
た
。
岡
村
は
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
山
田
晁

が
小
野
田
セ
メ
ン
ト
か
ら
引
き
抜
い
た
人
物
で
、
山
田
と
は
血
縁
関
係
に
あ
り
、
お
も
に
営
業
活
動
を
担
当
し
て
い
た
が
、

化
学
畑
出
身
で
あ
っ
た
か
ら
、
基
本
的
な
知
識
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
岡
村
は
、
冷
凍
機
と
冷
媒
ガ
ス
の
双
方
を
手
が
け

る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
主
張
し
た
。

た
し
か
に
、
両
者
は
事
業
と
し
て
関
連
が
あ
る
。
し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
、
機
械
メ
ー
カ
ー
が
化
学
事
業
を
兼
営
す
る
事

例
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
稀
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
こ
の
と
き
に
山
田
晁
の
下
し
た

決
断
は
、
進
取
の
気
象
で
満
た
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
一
九
三
三
（
昭
和
八
）

年
十
一
月
、
フ
ロ
ン
の
研
究
開
発
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
し
か
し
、
依
拠
す
べ
き
ま
と

ま
っ
た
文
献
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
参
考
文
献
の
渉
猟
と
実
験
の
繰
り
返
し
に
よ

る
、
文
字
ど
お
り
試
行
錯
誤
の
過
程
が
続
い
た
。
三
五
年
に
は
、
塩
野
義
製
薬
勤
務

の
化
学
研
究
員
で
あ
っ
た
岩
城
徹
の
助
力
を
得
て
、
フ
ッ
化
水
素
酸
か
ら
の
合
成
実

冷
凍
機
の
民
間
納
入
先
は
、
船
舶

用
（
冷
蔵
）
で
は
関
釜
連
絡
船
や
商

船
会
社
、
冷
房
設
備
と
し
て
劇
場
、

集
会
所
な
ど
が
主
た
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
に
、
南

海
電
車
が
日
本
初
の
冷
房
電
車
を
走

ら
せ
た
が
、
こ
れ
も
大
阪
金
属
工
業

の
技
術
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
海
軍

へ
の
冷
房
・
冷
却
装
置
の
納
入
は
、

一
九
三
九
年
の
フ
ロ
ン
冷
凍
機
の
潜

水
艦
実
験
で
の
成
功
を
契
機
と
し
て

い
る
。
居
住
環
境
が
過
酷
な
潜
水
艦

で
は
、
居
住
区
全
部
に
冷
房
が
施
さ

れ
る
。＂
ミ
フ
ジ
レ
ー
タ
ー
＂
冷
凍

機
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の
潜
水
艦
用
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
特
殊
な
用
途
を
対
象
と

し
た
小
型
冷
凍
機
（
〇
・
五
馬
力
）
も
造
ら
れ
た
。
一
九
四
一
年
四
月
こ
ろ
か
ら
納
入

が
始
ま
っ
た
ジ
ャ
イ
ロ
コ
ン
パ
ス
用
冷
却
装
置
（GI

金
物
）
が
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
特
攻
兵
器
で
あ
る
魚
雷
「
回
天
」
の
狭
い
操
縦
室
の
冷
房
用
も
、
〇
・
五
馬

伊号 171 潜水艦（潮書房提供）

冷凍機試作 1号機を囲んで冷気罐岡村一夫（1960 年）
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て
お
り
、
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
末
、
堺
市
の
耳
原
町
に
四
万
九
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
工
場
用
地
の
買
収
を
完
了
し

た
。
そ
の
買
収
資
金
の
捻
出
の
た
め
に
計
画
さ
れ
た
増
資
の
理
由
書
に
は
、「
軍
需
品
の
み
に
全
力
を
傾
倒
す
る
こ
と
は
必

ず
し
も
当
社
の
使
命
」
で
は
な
く
、
工
場
施
設
は
「
軍
民
両
用
な
ら
し
む
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
三
六
年
十
月
に
完

成
し
た
第
一
、
第
二
号
工
場
は
、
冷
凍
機
の
組
み
立
て
お
よ
び
部
品
工
場

で
あ
っ
た
。
こ
の
専
門
工
場
の
稼
働
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
外
注
や
購
買

に
た
よ
っ
て
い
た
機
能
部
品
（
膨
張
弁
、
開
閉
器
、
電
磁
弁
、
濾
過
器
）
の

自
社
工
場
で
の
生
産
が
可
能
と
な
っ
た
。

第
三
号
工
場
で
は
、
飛
行
機
部
品
の
製
造
が
本
格
化
し
て
い
く
。
離
着

陸
用
脚
緩
衝
装
置
へ
の
取
り
組
み
は
、
仕
上
げ
加
工
部
面
に
困
難
が
あ
っ

た
が
、
発
注
元
の
三
菱
重
工
業
か
ら
の
作
業
指
導
も
あ
り
、
ほ
ど
な
く
合

格
品
の
生
産
に
成
功
し
た
。
川
崎
航
空
機
工
業
か
ら
は
、
離
着
陸
用
脚
緩

衝
装
置
と
と
も
に
翼
関
係
の
仕
事
が
持
ち
込
ま
れ
、
一
九
三
九
（
昭
和

十
四
）
年
に
は
同
社
の
尾
翼
関
係
の
全
量
引
き
受
け
の
要
請
を
受
け
る
に

至
っ
た
。
こ
れ
ら
の
飛
行
機
部
品
生
産
は
、
軍
の
飛
行
機
増
産
命
令
に

よ
っ
て
急
速
に
増
大
し
、
淀
川
製
作
所
の
新
設
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
に
入
る
と
、
軍
の
増
産
命
令
に
応
え
る
べ

く
、
相
次
い
で
兵
器
生
産
関
係
の
工
場
が
竣
工
し
た
。
薬
莢
、
信
管
、
弾

験
を
行
い
、
同
年
末
に
は
日
本
初
の
フ
ロ
ン
生
産
に
成
功
す
る
。
過
労
に
よ
る
岩
城

の
入
院
後
は
、
塩
野
義
製
薬
の
平
田
雅
人
の
正
式
入
社
を
得
て
改
良
を
重
ね
、
三
七

年
四
月
に
海
軍
省
へ
フ
ロ
ン
の
サ
ン
プ
ル
を
提
出
す
る
ま
で
に
漕
ぎ
着
け
た
。
海
軍

に
よ
る
分
析
と
試
験
、
さ
ら
に
前
述
し
た
三
九
年
の
潜
水
艦
実
験
の
成
功
を
経
て
、

つ
い
に
大
阪
金
属
工
業
製
フ
ロ
ン
の
海
軍
採
用
が
決
ま
っ
た
。
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー

ズ
社
が
日
本
で
有
し
て
い
た
特
許
権
に
つ
い
て
は
、
大
阪
金
属
工
業
自
身
、
さ
ら
に

は
海
軍
に
よ
る
買
取
交
渉
が
不
調
に
終
わ
っ
た
後
、
特
許
収
用
令
（
軍
事
上
の
理
由

に
よ
る
特
許
の
収
用
）
の
発
動
に
よ
っ
て
対
処
し
た
。

以
後
、＂
ミ
フ
ジ
レ
ー
タ
ー
＂
冷
凍
機
の
冷
媒
と
し
て
、
海
軍
へ
の
納
入
が
進
ん

で
い
く
。
需
要
の
増
大
に
対
応
す
る
た
め
、
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
に
は
、
新

設
し
た
淀
川
製
作
所
の
隣
接
地
に
、
海
軍
艦
政
本
部
管
理
の
化
学
工
場
建
設
が
計
画

さ
れ
、
翌
四
二
年
に
稼
働
し
た
。
さ
ら
に
四
三
年
秋
に
、
よ
う
や
く
三
〇
ト
ン
の
年

産
を
達
成
し
て
最
低
需
要
を
ク
リ
ア
ー
し
、
翌
四
四
年
に
は
年
産
五
〇
ト
ン
を
超
え

た
。
し
か
し
、
四
五
年
に
入
る
と
原
料
調
達
先
の
化
学
会
社
が
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
襲
を
受
け
、
そ
の
生
産
力
を
著
し
く
そ
が

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

新
鋭
工
場
の
構
想

│
堺
工
場

株
式
会
社
へ
の
改
組
が
成
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
山
田
晁
は
手
狭
と
な
っ
た
今
宮
工
場
に
代
わ
る
新
鋭
工
場
の
建
設
を
構
想
し

岩城徹（1937 年 1月）平田雅人（1937 年 8月）

堺工場（1952 年ごろ）
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に
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
の
陸
軍
航
空
機
用
統
制
部
品
と
完
成
部
品
の
製
作
指
令
以
来
、
堺
工
場
で
の
飛
行
機
部
品
の

増
産
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
こ
の
時
期
、
相
次
い
で
新
規
の
航
空
機
関
連
専
門
工
場
が
稼
働
を
始
め
た
。
そ

の
中
心
は
、
四
一
年
の
淀
川
製
作
所
（
四
二
年
に
淀
川
航
空
機
製
作
所
と
改
称
）
の
竣
工
で
あ
る
。

第
一
工
場
で
は
、
機
体
部
品
の
組
み
立
て
が
行
わ
れ
た
。
陸
軍
航
空
本
部
と
川
崎
航
空

機
工
業
の
要
請
に
よ
り
、
キ
│

四
五
改
（
二
式
複
座
戦
闘
機
「
屠
竜
」）
の
主
翼
・
胴
体
・

尾
翼
の
生
産
を
開
始
し
、
次
い
で
キ
│

六
一
（
三
式
戦
闘
機
「
飛
燕
」）
の
尾
翼
を
手
が
け

丸
の
各
工
場
で
あ
る
。
加
え
て
、
同
年
に
大
阪
造
兵
廠
か
ら
火
砲
の
部
品
製
造
依
頼
を
受
け
、
四
一
年
に
は
砲
そ
の
も
の
の

製
造
に
も
携
わ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
四
〇
年
に
、
阪
神
鉄
工
所
か
ら
飯
田
勝
蔵
（
営
業
）
と
山
田
龍
乗
（
技
術
）
の
ス
カ

ウ
ト
に
成
功
し
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
エ
ン
ジ
ン
完
成
品
の
製
作
も
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
焼
玉
エ
ン
ジ
ン
、
ヘ
ッ
セ

ル
マ
ン
エ
ン
ジ
ン
が
製
作
さ
れ
、
輸
送
船
や
石
油
鑿
井
機
用
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
堺
工
場
は
、
た
び
重
な
る
工
場
の
増
設

に
よ
っ
て
三
八
年
に
は
一
四
万
八
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
規
模
に
達
し
、
四
〇
年
に
は
大
阪
金
属
工
業
の
生
産
額
の

八
〇
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
な
お
四
〇
年
十
一
月
に
本
社
は
堺
へ
移
転
し
、
手
狭
に
な
っ
て
い
た
今
宮
工
場
は

整
理
さ
れ
た
。

満
洲
金
属
工
業
の
設
立
に
も
触
れ
て
お
こ
う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
松
井
常
三
郎
と
の
縁
に
よ
っ
て
大
阪
金
属
工
業
は
、

合
資
会
社
時
代
か
ら
満
州
の
奉
天
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
。
山
田
自
身
、
た
び
た
び
当
地
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
取
引

の
増
大
を
背
景
に
、
一
九
三
七
年
に
一
〇
〇
％
出
資
（
資
本
金
五
〇
万
円
、
の
ち
三
八
年
に
は
一
五
〇
万
円
）
の
子
会
社
と
し

て
設
立
さ
れ
た
の
が
、
満
洲
金
属
工
業
で
あ
る
。
定
款
で
は
、
冷
凍
機
や
冷
暖
房
装
置
の
製
作
が
重
視
さ
れ
て
い
た
が
、

四
〇
年
の
重
要
産
業
経
営
許
可
申
請
書
の
生
産
品
目
は
、
弾
薬
と
航
空
機
部
品
に
な
っ
て
い
る
。
当
初
は
、
資
材
や
熟
練
工

の
不
足
か
ら
業
績
は
振
る
わ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
に
は
現
地
採
用
者
も
ふ
く
め
て
従
業
員
は
二
〇
〇
人
を
超
え
、
経
営

は
軌
道
に
乗
っ
た
。
し
か
し
、
四
二
年
十
一
月
に
松
井
常
三
郎
が
死
去
し
た
後
は
状
況
が
変
化
し
た
よ
う
で
、
四
三
年
一
月

に
は
幹
部
社
員
は
日
本
に
引
き
揚
げ
て
い
る
。

戦
時
下
の
大
拡
大

│
航
空
機
部
品
の
増
産
か
ら
全
組
み
立
て
へ

太
平
洋
戦
争
下
の
大
阪
金
属
工
業
を
特
徴
づ
け
る
の
は
、
航
空
機
関
連
製
品
の
大
増
産
で
あ
っ
た
。
そ
の
方
向
は
、
す
で

淀川製作所（1952 年ころ）

キ─45 改 2式複座戦闘機「屠竜」（1944 年，川崎重工業提供）

陸軍機用油圧式ガバナの断面

離着陸用脚緩衝装置（オレオ）
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生
産
目
標
は
月
産
二
千
台
（
堺
工
場
で
は
月
産
二
〇
〇
台
）
に
高
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
陸
軍
航
空
本
部
の
斡
旋
で
、
企
業
整

備
で
休
止
命
令
を
受
け
て
い
た
朝
日
紡
績
三
国
工
場
を
買
収
し
、
一
九
四
三
年
四
月
か
ら
稼
働
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
が
調
速

器
の
専
門
工
場
・
神
崎
川
航
空
精
機
製
作
所
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
軍
需
省
の
要
請
に
よ
っ
て
疎
開
し
た
住
友
金
属
工
業
プ

ロ
ペ
ラ
製
造
所
も
入
居
し
、
海
軍
機
用
の
調
速
器
を
生
産
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
淀
川
製
作
所
で
は
、
航
空
機
の
発
動
機
用
冷
却
器
の
生
産
が
あ
り
、
ま
た
前
述
の
よ
う
に
フ
ロ
ン
生
産
の
化

学
工
場
も
稼
働
し
て
い
る
。
戦
争
終
結
時
の
従
業
員
（
他
社
関
係
者
を
除
く
）
は
七
〇
九
〇
人
で
、
大
阪
金
属
工
業
の
全
事

業
所
中
で
最
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、
神
崎
川
航
空
精
機
製
作
所
は
一
四
八
〇
人
、
大
和
川
航
空
機
製
作
所
は
二
二
三
〇
人
を

数
え
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
以
降
の
三
つ
の
竣
工
工
場
で
、
計
一
万
人
を
超
え
る
従
業
員
が
勤
務
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
社
工
場
の
堺
製
作
所
の
人
員
は
四
七
七
〇
人
で
あ
っ
た
（
表
1
│

1
）。

株
式
会
社
化
が
日
程
に
上
っ
た
一
九
三
三
年
の
従
業
員
が
、
二
三
〇
人
余
り
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
五
千
人
弱
の
こ

の
従
業
員
数
は
、
決
し
て
少
な
い
人
数
で
は
な
い
。
し
か
し
、
新
規
三
工
場
は
一
気
に
そ
の
二
倍
の
人
数
を
抱
え
た
。
戦
時

体
制
下
で
の
航
空
機
生
産
は
、
大
阪
金
属
工
業
に
巨
大
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

３　

技
術
の
ダ
イ
キ
ン
の
礎

│
戦
前
の
経
験
が
も
た
ら
し
た
も
の

町
工
場
か
ら
始
ま
っ
た
大
阪
金
属
工
業
の
戦
前
期
の
到
達
点
は
、
四
つ
の
工
場
を
持
ち
、
機
械
製
作
、
金
属
加
工
、
さ
ら

に
は
化
学
事
業
も
手
が
け
る
有
力
製
造
企
業
で
あ
っ
た
。
資
本
金
一
万
五
千
円
、
従
業
員
一
五
名
の
合
資
会
社
か
ら
、
資
本

金
六
千
万
円
、
従
業
員
一
万
五
千
人
の
株
式
会
社
へ
飛
躍
し
た
の
で
あ
る
。
成
長
の
二
一
年
間
の
軌
跡
は
、
こ
の
明
快
な
数

た
。
さ
ら
に
は
一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
、
川
崎
航
空
機
工

業
の
要
請
を
受
け
、「
屠
竜
」
の
全
組
み
（
完
成
機
組
み
立
て
）

を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
同
社
の
明
石
工
場
へ
技
術
習
得

の
た
め
に
基
幹
要
員
を
派
遣
し
、
明
石
工
場
、
淀
川
製
作
所
で
、

そ
れ
ぞ
れ
三
機
を
完
成
さ
せ
、
試
験
飛
行
も
無
事
終
了
し
た
。

こ
の
完
成
機
の
生
産
は
、
四
四
年
に
竣
工
し
た
大
和
川
航
空
機

製
作
所
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
戦
争
終
結
ま
で
の
一
年
余
り

に
、
キ
│

四
五
改
二
七
機
、
キ
│

一
〇
二
乙
一
〇
機
が
完
成
・

納
入
さ
れ
た
。
大
阪
金
属
工
業
は
、
航
空
機
生
産
メ
ー
カ
ー
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
工
場
は
、
離
着
陸
用
脚
緩
衝
装
置
（
オ
レ
オ
）
の
専
門

工
場
で
あ
る
。
オ
レ
オ
部
品
は
す
で
に
手
が
け
て
い
た
が
、
三

菱
重
工
業
や
川
崎
航
空
機
工
業
か
ら
の
技
術
指
導
員
の
派
遣
を

受
け
、
組
み
立
て
・
調
整
を
経
た
完
成
品
生
産
に
至
っ
て
い
る
。

第
三
工
場
で
は
、
ま
ず
陸
軍
機
用
調
速
器
（
ガ
バ
ナ
）
の
生
産

が
な
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
な
技
術
は
、
住
友
金
属
工
業
が
軍

の
要
請
で
導
入
し
た
ハ
ミ
ル
ト
ン
社
（
ア
メ
リ
カ
）
の
油
圧
式

に
依
拠
し
た
。
工
場
で
は
流
れ
生
産
方
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
、

表 1─1　事業場別従業員（1945 年 8 月 15 日現在） 単位：人
本店 東京 堺 淀川 神崎川 大和川 合計

現員徴用者（従業員） 47  8 1,200 1,800   300   700  4,055
青年学校在校生徒（従業員） 2,000 2,500   550   900  5,950
新規徴用者（応徴士）   800   500   100   500  1,900
動員学徒   500 1,900   300   100  2,800
女子挺身隊  3  2   150   130   230    30    545
陸軍工技兵   260    260
金剛隊   120    120
　当社関係　計 50 10 4,770 7,090 1,480 2,230 15,630
川崎航空機工業   300   100    400
三菱重工業    30     30
三菱重工業金剛隊   100    100
住友金属工業   300    300
　他社関係　計   300   300   230    830

合　計 50 10 4,770 7,390 1,780 2,460 16,460
注）淀川工場の数字には大阪ビルと日田市の工場への疎開者を含む．
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対
化
す
る
、
こ
の
山
田
の
慧け

い
が
ん眼
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

し
か
し
、
最
も
重
要
な
礎
と
な
っ
た
の
は
「
技
術
」
を
担
う
「
人
」
そ
の
も
の
、
そ
し
て
そ
の
「
技
術
」
を
尊
重
す
る
経

営
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
山
田
は
経
営
拡
大
の
過
程
で
、
多
様
な
技
術
者
を
集
め
て
い
た
。
ま
ず
、
山
田
自
身
の
出
身
元
で

あ
る
大
阪
砲
兵
工
廠
（
造
兵
廠
）
お
よ
び
東
洋
鑢
伸
銅
の
出
身
者
た
ち
、
有
力
車
両
メ
ー
カ
ー
の
汽
車
製
造
か
ら
引
き
抜
い

た
グ
ル
ー
プ
、
阪
神
内
燃
機
か
ら
移
籍
し
た
エ
ン
ジ
ン
部
門
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
た
ち
で
あ
る
。
岡
村
一
夫
（
小
野
田
セ
メ

ン
ト
出
身
）
を
中
核
と
す
る
化
学
技
術
者
、
そ
の
ほ
か
に
も
多
士
済
々
の
技
術
者
群
が
い
る
。
山
田
晁
自
身
、
進
取
の
気
象

に
富
ん
だ
技
術
者
で
あ
っ
た
。
山
田
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
こ
れ
ら
の
技
術
者
は
、
自
家
用
工
作
機
械
の
製
作
に

み
ら
れ
る
工
夫
改
善
、
独
自
技
術
の
開
発
、
新
分
野
へ
の
挑
戦
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
事
務
部
門
が
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

工
場
現
場
が
製
品
と
し
て
の
実
現
に
邁
進
し
た
。
工
場
内
に
作
ら
れ
た
青
年
学
校
（
十
二
〜
十
九
歳
の
男
子
向
け
教
育
）
や
、

私
立
大
阪
金
属
工
業
学
校
（
技
術
者
養
成
、
一
九
四
三
＝
昭
和
十
八
年
設
立
）
も
、
期
間
は
短
い
が
人
材
育
成
に
一
定
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
過
程
で
蓄
積
さ
れ
た
知
識
と
経
験
、
確
か
な
方
向
感
覚
、
そ
れ
こ
そ
が
戦
前
期
の
大

阪
金
属
工
業
の
発
展
を
推
し
進
め
た
機
動
力
で
あ
っ
た
。「
技
術
の
ダ
イ
キ
ン
」
の
礎
は
、
こ
こ
に
築
か
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。

字
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
戦
前
期
の
企
業
成
長
が
、
戦
後
の
ダ
イ
キ
ン
発
展
の
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
は
、
間
違
い

な
い
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
大
阪
金
属
工
業
の
発
展
が
、
昭
和
戦
前
期
の
特
有
な
事
情

│
軍
需
の
増
大

│
に
牽
引
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
、
ま
た
事
実
で
あ
っ
た
。『
営
業
報
告
書
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
度
の
売
上
高
九
九
八
万
円

の
う
ち
、
陸
軍
・
海
軍
へ
の
納
入
が
七
八
九
万
円
（
陸
軍
造
兵
四
〇
三
万
円
、
海
軍
造
兵
造
機
四
三
万
円
、
陸
海
軍
用
航
空
機

三
四
三
万
円
）、
割
合
に
し
て
七
九
％
を
占
め
て
い
た
。
軍
事
機
密
上
、『
営
業
報
告
書
』
に
は
こ
れ
以
降
の
売
上
明
細
は
記

載
さ
れ
な
く
な
る
が
、
戦
火
の
拡
大
に
つ
れ
、
そ
の
割
合
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
一
九
四
五
（
昭

和
二
十
）
年
八
月
の
敗
戦
は
、
こ
の
需
要
の
突
然
の
消
滅
を
意
味
し
て
い
た
。
軍
用
飛
行
機
関
連
品
の
生
産
は
中
止
、
大
和

川
航
空
機
製
作
所
は
敗
戦
ま
も
な
い
四
五
年
十
二
月
に
、
ま
た
神
崎
川
航
空
精
機
製
作
所
も
五
一
年
六
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
大

阪
金
属
工
業
の
手
を
離
れ
て
い
る
。
淀
川
・
堺
の
兵
器
工
場
も
生
産
を
停
止
、
満
洲
金
属
工
業
は
没
収
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
。

戦
時
期
の
大
阪
金
属
工
業
の
拡
大
の
成
果
は
、
そ
の
多
く
が
敗
戦
と
と
も
に
命
脈
が
尽
き
て
い
た
。
工
場
施
設
は
、
何
一
つ

戦
後
の
発
展
に
直
接
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
真
に
礎
と
な
っ
た
も
の
は
、
企
業
成
長
の
な
か
で
培
わ
れ

た
無
形
の
資
産
で
あ
っ
た
。

そ
の
一
つ
は
、
企
業
成
長
の
過
程
で
開
発
・
蓄
積
さ
れ
た
製
品
技
術
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
、
民
需
品
と
し
て
取
り
組
ん

だ
冷
凍
機
や
フ
ロ
ン
を
は
じ
め
、
軍
へ
の
納
入
を
主
要
販
路
と
し
た
エ
ン
ジ
ン
や
油
圧
装
置
部
品
な
ど
も
、
そ
こ
で
培
わ
れ

た
技
術
は
戦
後
の
民
需
品
生
産
に
、
即
座
に
応
用
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
山
田
の
「
和
戦
両
用
の
備

え
」
に
よ
る
政
策
が
あ
っ
た
。
軍
需
依
存
の
危
う
さ
を
理
解
し
、
つ
ね
に
民
需
転
換
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
彼
の
行
動
指
針

は
、
先
に
引
用
し
た
「
増
資
理
由
書
」
に
も
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
た
。
戦
後
の
速
や
か
な
民
需
転
換
は
、
軍
需
生
産
を
相




